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Snap Creator 4.1.x からのアップグレード

現在利用可能なすべてのパッチレベルを含め、 Snap Creator 4.1.x からアップグレード
できます。

Windows での Snap Creator サーバ 4.1.x のアップグレード

Windows 上で Snap Creator サーバ 4.1.x からアップグレードできます。

• Snap Creator ディレクトリをバックアップしてバックアップデータが完全であることを確認する前に、
Snap Creator のサービス（「 napcreatorserverservice 」および「 Snapcreatoragentservice 」）を停止し
ておく必要があります。

たとえば、サービススナップインを使用してサービスを停止できます。

a. 「 * Start * > * Run * 」を選択し、「 ervices .msc 」と入力します。

b. Snap Creator サービスを探して選択し、サービスを停止します。または、コマンドプロンプトを開い
て次のコマンドを入力することもできます。

sc stop snapcreatorserverservice

sc stop snapcreatoragentservice

• Snap Creator 4.1.x Server エンジンのサブディレクトリ（ C ： \Program Files\NetApp\SnapCreator

_Framework\scServer4.1.x \engine ）内で、次のディレクトリおよび関連するすべてのサブディレクトリ
とファイルをバックアップしておく必要があります。

◦ Snap Creator データベース（ ./snapcreator ）

◦ Snap Creator サーバのプロパティ（ ..\etc ）

◦ 構成ファイル（ ..\configs ）

◦ ログ（ ..\logs ）

◦ プラグインリポジトリ（有効な場合）（ ..\snapcreatorPlugin ）

• （オプション） Snap Creator エージェントが Snap Creator サーバと同じホストにインストールされてい
る場合は、 Snap Creator エージェントのディレクトリ（ C ： \Program Files\NetApp\Virtual

\SnapCreator _Framework\scAgent4.1.x ）にある次のディレクトリと、関連するすべてのサブディレクト
リおよびファイルをバックアップする必要があります。

◦ Snap Creator エージェントのプロパティ（ ..\etc ）。 allowed_command.config ファイルと
agent.properties ファイルが含まれています

◦ ログ（ ..\logs ）

◦ プラグイン（ ..\plugins ）

• コマンドプロンプトから Snap Creator を手動で起動した場合は、コマンドプロンプトを閉じて停止する
必要があります。

Snap Creator がサービスから起動された場合は、アンインストーラがアンインストールプ
ロセスの一環としてサービスを停止します。
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以降の手順で示すパスは、 Windows のデフォルトのインストールパスです。デフォルト値を使用しなかった
場合は、パス情報がインストールパスと異なることがあります。

アップグレードプロセスが完了したら、次の点を考慮してください。

• アップグレードされた Snap Creator データベースに「 in progress 」とマークされたタスクが含まれてい
る場合、アップグレード・プロセスが完了しても、状態は同じままです。

• 最新の Snap Creator のデフォルト管理者は、 Snap Creator 4.1 の管理者である必要があります。

4.1.x ユーザが管理者でない場合は、 4.1.x ユーザにオペレータのロールが割り当てられます。

a. Snap Creator サービスをまだ停止していない場合は停止します。

サービスの停止については、このトピックで前述した詳細を参照してください。

b. Snap Creator （ Windows ）をアンインストールするには、 * Start * > * Programs * > * Snap Creator

* > * Uninstall NetApp Snap Creator Framework * を選択します。

詳細については、 Windows での Snap Creator のアンインストールに関する情報を参照してくださ
い。

c. 最新の Snap Creator サーバをインストールします。

詳細については、 Windows への Snap Creator サーバのインストールに関する情報を参照してくださ
い。

d. 最新の Snap Creator サーバのインストール時に Snap Creator サーバのサービスを開始するように選
択した場合は、サービスを停止します。

サービスの停止については、このトピックで前述した詳細を参照してください。

e. C ： \Program Files\NetApp\Snap Creator _Framework\scServer4.1.x \engine/snapcreator にある最新
の Snap Creator Server データベースフォルダを削除します。

f. バックアップした Snap Creator 4.1 のデータベースディレクトリを、 C ： \Program

Files\NetApp\SnapManager Create_Creator_Framework\scServer4.1.x\engine/snapcreator の最新の場
所にコピーします。

g. バックアップした Snap Creator 4.1 の設定ディレクトリを、 C ： \Program Files\NetApp\Virtual

\SnapCreator _Framework\scServer4.1.x\engine/configs の最新の場所にコピーします。

h. バックアップした Snap Creator 4.1 のログディレクトリを最新の場所（ C ： \Program

Files\NetApp\Virtual Creator_Framework\scServer4.1.x\engine/logs ）にコピーします。

i. コマンドプロンプトを開き、 C ： \Program Files\NetApp\SnapCreator _Framework\scServer4.1.x

\engine ）の Snap Creator インストールパスにあるエンジンサブディレクトリにディレクトリを変更
します。

j. 次のコマンドを入力して、 Snap Creator をアップグレードします。 java -jar snapcreator.jar -upgrade

アップグレードプロセスが完了したら、次のいずれかの方法で Snap Creator サーバサービスを開始します。

• サービススナップインを使用してサービスを開始します。

• コマンドプロンプトで、次のコマンドを入力します。
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sc start snapcreatorserverservice

また、指定したポート上のローカルホストに移動することで、 Snap Creator Framework の GUI の起動を検
証する必要があります 。

HTTPS を使用して接続する必要があります。接続が HTTPS 接続に自動的にリダイレクトされず、 GUI が機
能しません。

UNIX ベースのシステムでの Snap Creator サーバ 4.1.x のアッ
プグレード

UNIX ベースのシステムでは、 Snap Creator サーバ 4.1.x からアップグレードできま
す。

• Snap Creator のディレクトリをバックアップする前に Snap Creator のプロセスを停止し、バックアップ
データが確実に完了するようにしておきます。

たとえば、次のコマンドを入力します。

/install_path/scServer4.1.0/bin/scServer stop

/install_path/scAgent4.1.0/bin/scAgent stop

• Snap Creator 4.1.x Server エンジンのサブディレクトリ（ /install_path/scServer4.1.x/engine ）内で、次
のディレクトリおよび関連するすべてのサブディレクトリとファイルをバックアップしておきます。

◦ Snap Creator データベース（ ./snapcreator ）

◦ Snap Creator サーバのプロパティ（ /etc ）

◦ 構成ファイル（ ./configs ）

◦ ログ（ ./logs ）

◦ プラグインリポジトリ（有効な場合）（ ./snapcreatorPlugin ） * 注： * 作成した Snap Creator 4.1.x

のバックアップコピーは削除しないでください。

次の手順で指定するパスは、デフォルトのインストールパスを示しています。デフォルト値を使用しなかった
場合は、パス情報がインストールパスと異なることがあります。

アップグレードプロセスが完了したら、次の点を考慮してください。

• アップグレードされた Snap Creator データベースに「 in progress 」とマークされたタスクが含まれてい
る場合、アップグレード・プロセスが完了しても、状態は同じままです。

• 最新の Snap Creator のデフォルトの管理者は、 Snap Creator 4.1.x の管理者である必要があります

4.1.x ユーザが管理者でない場合は、 4.1.x ユーザにオペレータのロールが割り当てられます。

a. Snap Creator プロセスをまだ停止していない場合は停止します。
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プロセスの停止については、このトピックで前述した詳細を参照してください。

b. 最新バージョンの Snap Creator をインストールします。 Snap Creator サーバは起動しません。

詳細については、 UNIX への Snap Creator サーバのインストールに関する情報を参照してください。

c. バックアップした Snap Creator 4.1.x データベースディレクトリを最新の場所（
/install_path/scServer4.1.x/engine/snapcreator ）にコピーします。

d. バックアップした 4.1.x 設定ディレクトリを最新の場所（ /install_path/scServer4.1.x/engine/configs

）にコピーします。

e. バックアップした 4.1.x ログディレクトリを最新の場所（ /install_path/scServer4.1.x/engine/logs ）に
コピーします。

f. Snap Creator のインストールパスの /install_path/scServer4.1.x/engine に、ディレクトリをエンジン
サブディレクトリに変更します。

g. 次のコマンドを入力して、 Snap Creator をアップグレードします。 java -jar snapcreator.jar -upgrade

アップグレードプロセスが完了したら、次のコマンドを入力して Snap Creator サーバを起動します。

/install_path/scServer4.1.x/bin/scServer start

また、 Snap Creator 4.1.x のインストールディレクトリも削除してください。

古いバージョンにリバートする必要がないことが確実に確認されるまで、バックアップコピー
を削除しないでください。

また、指定したポート上のローカルホストに移動することで、 Snap Creator Framework の GUI の起動を検
証する必要があります 。

HTTPS を使用して接続する必要があります。接続が HTTPS 接続に自動的にリダイレクトされず、 GUI が機
能しません。

Windows での Snap Creator エージェント 4.1.x のアップグレ
ード

Windows 上で Snap Creator エージェント 4.1.x からアップグレードできます。

• Snap Creator エージェントのディレクトリをバックアップしてバックアップデータが完全であることを確
認する前に、 Snap Creator エージェントサービス（「 napcreatoragentservice 」）を停止しておきま
す。

たとえば、サービススナップインを使用してサービスを停止できます。

a. 「 * Start * > * Run * 」を選択し、「 ervices .msc 」と入力します。

b. Snap Creator エージェントサービスを探して選択し、サービスを停止します。または、コマンドプロ
ンプトを開いて次のコマンドを入力することもできます。
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sc stop snapcreatoragentservice

• Snap Creator エージェントのディレクトリ（ C ： \Program Files\NetApp\Virtual Snap

_Creator_Framework\scAgent4.1.x ）内に、次のディレクトリと、関連付けられているすべてのサブディ
レクトリおよびファイルをバックアップしておきます。

◦ Snap Creator エージェントのプロパティ（ ..\etc ）。 allowed_command.config ファイルと
agent.properties ファイルが含まれています

◦ ログ（ ..\logs ）

◦ プラグイン（ ..\plugins ） * 注： * 作成した Snap Creator 4.1.x のバックアップコピーは削除しないで
ください。

以降の手順で示すパスは、 Windows のデフォルトのインストールパスです。デフォルト値を使用しなかった
場合は、パス情報がインストールパスと異なることがあります。

1. Snap Creator エージェントサービスをまだ停止していない場合は停止します。

サービスの停止については、このトピックで前述した詳細を参照してください。

2. Snap Creator （ Windows ）をアンインストールするには、 * Start * > * Programs * > * Snap Creator * > *

Uninstall NetApp Snap Creator Framework * を選択します。

詳細については、 Windows での Snap Creator のアンインストールに関する情報を参照してください。

3. 最新の Snap Creator エージェントをインストールします。

詳細については、 Windows への Snap Creator エージェントのインストールに関する情報を参照してくだ
さい。

4. 最新の Snap Creator サーバのインストール時に Snap Creator エージェントのサービスを開始するように
選択した場合は、サービスを停止します。

サービスの停止については、このトピックで前述した詳細を参照してください。

5. バックアップされた Snap Creator 4.1.x のログディレクトリを最新の場所（ C ： \Program

Files\NetApp\Virtual Creator_Framework\scAgent4.1.x \logs ）にコピーします。

6. バックアップされた Snap Creator 4.1.x プラグインディレクトリを最新の場所（ C ： \Program

Files\NetApp\Virtual Creator_Framework\scAgent4.1.x プラグイン）にコピーします。

7. バックアップされた Snap Creator 4.1.x エージェントのプロパティディレクトリを最新の場所（ C ：
\Program Files\NetApp\Virtual Creator_Framework\scAgent4.1.x など）にコピーします。

8. 次のいずれかを実行して、 Snap Creator エージェントサービスを開始します。

◦ サービススナップインを使用してサービスを開始します。

◦ コマンドプロンプトで、次のコマンドを入力します。

sc start snapcreatoragentservice
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allowed_command.config ファイルまたは agent.properties ファイルを変更する場合、変更
を行ったときには Snap Creator エージェントを再起動する必要があります。

UNIX ベースのシステムでの Snap Creator エージェント 4.1.x
のアップグレード

UNIX ベースのシステムでは、 Snap Creator エージェント 4.1.x からアップグレードで
きます。

• Snap Creator エージェントのディレクトリをバックアップする前に Snap Creator エージェントを停止
し、バックアップデータが確実に完了するようにしておきます。

たとえば、次のコマンドを入力します。

/install_path/scAgent4.1.0/bin/scAgent stop

• Snap Creator エージェントのディレクトリ（ /install_path/scAgent4.1.x ）に、次のディレクトリと、関連
するすべてのサブディレクトリおよびファイルをバックアップしておきます。

◦ Snap Creator エージェントのプロパティ（ ./etc ）。 allowed_command.config ファイルと
agent.properties ファイルが含まれています

◦ ログ（ ./logs ）

◦ プラグイン（ ./plugins ） * 注： * 作成した Snap Creator 4.1.x バックアップコピーは削除しないでく
ださい。

次の手順で指定するパスは、デフォルトのインストールパスを示しています。デフォルト値を使用しなかった
場合は、パス情報がインストールパスと異なることがあります。

1. Snap Creator エージェントをまだ停止していない場合は停止します。

詳細については、このトピックで前述した詳細を参照してください。

2. 最新の Snap Creator エージェントをインストールします。ただし、 Snap Creator エージェントは起動し
ないでください。

詳細については、 UNIX への Snap Creator エージェントのインストールに関する情報を参照してくださ
い。

3. バックアップされた Snap Creator 4.1.x のログディレクトリを /install_path/scAgent4.1.x /logs に最新の場
所にコピーします）。

4. バックアップされた Snap Creator 4.1.x プラグインディレクトリを /install_path/scAgent4.1.x /plugins の
最新の場所にコピーします）。

5. バックアップされた Snap Creator 4.1.x エージェントプロパティディレクトリを
/install_path/scAgent4.1.x /etc の最新の場所にコピーします）。

6. 次のコマンドを入力して、 Snap Creator エージェントを起動します。
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/install_path/scAgent4.1.x/bin/scAgent start

allowed_command.config ファイルまたは agent.properties ファイルを変更する場合、変更
を行ったときに Snap Creator エージェントが実行されているときは、そのファイルを再起
動する必要があります。
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